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さらに妖怪が増え、世界妖怪会議開催 !!さらに妖怪が増え、世界妖怪会議開催 !!
　昨年１１月から公募し、今年１月に全てのスポン

サーが決定した妖怪ブロンズ像１８体が完成しまし

た。４月２３日（日）には、ＪＲ境港駅前公園内の

世界妖怪会議場に仮設置され、完成披露セレモニー

が開催されました。

　セレモニーには、ブロンズ像スポンサーの皆さん

や関係者の参列のほか、鬼太郎やねこ娘たちも駆け

つけ、新たなブロンズ像の仲間入りを盛大にお祝い

しました。

　スポンサーの皆さんには、多大なるご支援をいた

だき、誠にありがとうございました。

©水木プロ



　美保飛行場周辺まちづくり基本計画に基づき、基本設計検討委員会や、市民ワークショップ、関係団体から
の聞き取り等による市民の皆さんのご意見や、市議会からの意見などを踏まえ、基本設計を行いました。
　この基本設計では、各機能（ホール・音楽、図書交流、会議室、防災、高齢者福祉）の配置計画や外観、構造、
設備などの基本的な部分について定めており、今年度から来年度にかけて行う実施設計の中で、詳細な設計を
行うこととしています。

【計画概要】

◇階　数　　　地上２階建て（一部３階）　高さ：２４.８ｍ 
◇構　造　　　ホール：鉄筋コンクリート造、その他：鉄骨造（一部木造）
◇延床面積　　６,８７０㎡
◇概算事業費　約４４億１,０００万円（外構工事含む）

【事業スケジュール】

◇平成２９年度：実施設計、管理運営計画策定（～平成３０年度）
◇平成３１年度：施工業者選定、建築工事着工

【設計趣旨】

○境港市の文化・芸術の拠点となる施設　　　　　　○市民と自衛隊との交流拠点となる施設
○市民の交流の場、コミュニケーションのステージ　○地域の防災拠点となる施設
○賑わいを生み出す「弓ヶ浜広場」の創出　　　　　○境港市の気候風土・自然力を最大限活かした施設

【各施設の概要】

①ホール

◇音楽や演劇など、市民による多様な文化活動や、各種舞台公演の鑑賞に必要な標準レベルのホールとします。
◇座席数は８００席程度とし、その一部を可動席とします。可動席収納時には平土間を６００㎡確保し、介
　護予防教室等の軽運動や展示会・避難所等、多目的に使用できるホールとします。

②図書交流広場          

◇絵本や児童書をはじめ、本市の文化・歴史を伝える図書を配架し、読み聞かせコーナーや中学生、高校生
　の学習室を配置することで、子どもから高齢者まで気軽に立ち寄れる生涯学習・交流・憩いの場とします。
◇「さかなと鬼太郎のまち境港市」とあるように、本市を代表する「魚」と「妖怪」関連の図書や自衛隊活
　動への理解を深めるために自衛隊・防災関連の図書も充実させ、本市の特色を学ぶことができる場とします。

境港市民交流センター（仮称）の境港市民交流センター（仮称）の
　　　　　　　基本設計が完成しました！　　　　　　　基本設計が完成しました！

※完成イメージ図
※この事業は、防衛省の補助事業「防衛施設周辺民生安定施設整備事業」を活用し、実施しています。
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《１階配置図》

《２階配置図》

③会議室（大・中・小会議室、和室）

◇さまざまな用途に対応できる大きさの会議室を配置し、複数の会議室を利用した展示会等に対応できるよう、
　会議室を隣接させます。また、各会議室には、スポットライト等、作品展示に必要な設備を備えます。
◇小会議室兼リハーサル室は、高い遮音性を有しており、会議やリハーサルのほか、小規模な発表会にも利用
　できます。
◇各会議室は、利用がないときは、学習室やホールの楽屋として活用します。

☆この他、複合施設として以下の機能も備えています。
④高齢者福祉（施設管理含む）
⑤防災拠点
⑥交流（カフェ、エントランス等）

※基本設計書は、市ホームページでご覧いただけます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ先】　生涯学習課（☎４７－１０９２）

ホール

図書交流広場

エントランス

事務室
高齢者福祉機能

小会議室兼
リハーサル室

会議室

カフェ

防災機能
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市内道路工事および

はまるーぷバス迂回運行・ダイヤ改正のお知らせ

◇市内道路工事のお知らせ・はまるーぷバス迂回運行

　５月より、次の２つの道路工事が予定されています。
　利用者の皆さんには、ご迷惑をおかけしますが、ご理解の程よろしくお願いします。

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

工事区間・はまるーぷバス迂回経路図（メインコース）

⑦竹内町会館　　⑧余子駅　　⑨美保町入口　　⑪婀
あ

國
ぐに

前　　⑫大漁市場なかうら前

⑬プラント境港店前　　⑭夢みなとタワー・境港さかなセンター　　⑮境港公共マリーナ入口

≪迂回運行により到着時刻が変更となるバス停≫

①老人福祉センター（竹内町）前の道路舗装改修工事

【道路工事について】

▼工事期間・作業時間　５月８日（月）～６月９日（金）・午前８時３０分～午後５時
　※作業時間外は交通開放します。

▼交通規制　全面通行止め（作業時）　※歩行者・自転車の通行は可能です。

【迂回運行について】

　工事の実施に伴い、竹内地区および竹内団地内のメインコースの経路を下図のとおり、変更します。
　工事期間中は「社会福祉協議会・浜の里」バス停が利用できません。最寄りの「⑨美保町入口」をご利用
ください。

▼迂回運行期間　５月１０日（水）～６月９日（金）
　　　　　　　　※工事が終わり次第、通常運行を再開します。
　　　　　　　　※通常運行の再開日については、バス停およびバス車内に掲示してお知らせします。

▼迂回運行時間　終 日

▼バス到着時刻　◇次のバス停は、迂回運行により到着順が変更となり、到着時刻も変更となります。
　　　　　　　　◇工事期間中のバス到着時刻は、バス停およびバス車内に掲示してお知らせします。
　　　　　　　　◇６月１日（木）以降は、ダイヤ改正に伴い、再びバス到着時刻が変更となります。
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◇バス停の新設と時刻表の変更

　メイン・生活の両コースについて、下記のとおり、新たに２カ所のバス停を新設します。これに伴い、時刻
表が変更となります。各バス停の到着時刻については、事前に各バス停に掲示しますので、ご確認ください。
なお、新しい時刻表は、市報６月号に折り込みます。

　 ▼新設されるバス停

　　◇「岡田商店前」

　　◇「地域子育て支援センターひまわり前」

　 ▼運行開始日　６月１日（木）　

②水木しげるロード・リニューアル工事

【道路工事について】

▼工事期間・作業時間　５月９日（火）～平成３０年７月２０日（金）（予定）　午前８時～午後５時

▼交通規制　
　◇作業時（午前８時～午後５時）：全面通行止め（地元および関係車両を除く）
　◇夜　間（午後５時～午前８時）：一方通行
　※歩行者・自転車の通行は可能です。

【迂回運行について】

　工事の実施に伴い、水木しげるロード周辺のメインコースの経路を下図のとおり、変更します。

▼迂回運行期間・時間　５月９日（火）～平成３０年７月２０日（金）（予定）・終日

▼バス到着時刻　・「本町商店街」および「いけびんストーア前」のバス停を下図のとおり移設します。
　　　　　　　　・移設によるバス到着時刻の変更はありません。

工事区間・はまるーぷバス迂回経路図（メインコース）

▼問い合わせ先
　◇道路工事について
　　　管理課土木係（☎４７－１０５８）
　◇はまるーぷバスの迂回運行について
　　　通商観光課観光振興係（☎４７－１０６８）
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▼問い合わせ先

　財政課財政係（☎47－1012）

区    分 予 算 現 額 収 入 済 額 収入率

市 税 37 億 9,930 万円 38 億 4,326 万円 101.2％

地 方 交 付 税 34 億 2,266 万円 35 億 5,081 万円 103.7％

国・県支出金 41 億 9,373 万円 31 億 2,200 万円 74.4％

市 債 15 億 9,730 万円 04 億 6,849 万円 29.3％

そ の 他 49 億 3,740 万円 37 億 8,911 万円 76.7％

合 計 179 億 5,039 万円 147 億 7,367 万円 82.3％

区    分
１人当たり
の負担額

１世帯当たり
の負担額

備　考

市 税 109,975 円 251,759 円

人口

　34,547 人

世帯数

　15,091 世帯

国民健康

保 険 税
95,861 円 149,556 円

被保険者数

　7,200 人

対象世帯数

　4,615 世帯

総務費（執行率：82.4％）

予算現額　23億 1,548 万円

支出済額　19億 0,783 万円

民生費（執行率：79.5％）

予算現額　60億 4,505 万円

支出済額　48億 0,587 万円

衛生費（執行率：87.2％）

予算現額　12億 2,213 万円

支出済額　10億 6,612 万円

商工費（執行率：92.8％）

予算現額　16億 1,411 万円

支出済額　14億 9,717 万円

その他（執行率：85.5％）

予算現額　 9億 6,670 万円

支出済額　 8億 2,632 万円

公債費（執行率：99.4％）

予算現額　14億 6,684 万円

支出済額　14億 5,877 万円

教育費（執行率：85.6％）

予算現額　20億 0,487 万円

支出済額　17億 1,620 万円

土木費（執行率：28.9％）

予算現額　23億 1,521 万円

支出済額　 6億 6,981 万円

一般会計歳出一般会計歳出

予算現額：179 億 5,039 万円

支出済額：139 億 4,809 万円

　　　　　（執行率：77.7％）

一般会計歳入一般会計歳入 市民の税負担状況市民の税負担状況

境 港 市 の　 財 政 状 況財 政 状 況
　境港市は、市民の皆さんが納める税金や国から交付される地方交付税

などで運営されています。これら収支の状況は、毎年２回財政公表とし

てお知らせしています。今回は平成２８年度予算の執行状況や市債の状

況などについてお知らせします。

　なお、金額等は平成２９年３月３１日現在のため、決算とは異なります。

　（決算日：平成２９年５月３１日）

（平成２９年３月３１日現在）
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境 港 市 の　 財 政 状 況境 港 市 の　

用

語

の

説

明

【
一
般
会
計
】

　

市
が
行
う
行
政
運
営
の
基
本
的
な

経
費
を
計
上
し
た
も
の
で
、
市
の
会

計
の
中
心
と
な
る
も
の
で
す
。

【
特
別
会
計
】

　

市
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
、

一
般
会
計
と
区
別
し
て
設
置
す
る
も

の
で
す
。

【
公
営
企
業
会
計
】

　
「
独
立
採
算
」
を
原
則
と
す
る
会

計
で
、
特
別
会
計
の
う
ち
※
印
の
も

の
で
す
。

【
市　

税
】

　

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、
皆

さ
ん
が
市
に
納
め
る
税
金
で
す
。

【
地
方
交
付
税
】

　

所
得
税
や
法
人
税
な
ど
、
国
が
徴

収
し
た
税
金
の
一
部
が
、
市
の
財
政

状
況
等
に
応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
お
金
で
す
。

【
国
・
県
支
出
金
】

　

工
事
や
福
祉
、
教
育
事
業
な
ど
、

特
定
の
事
業
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、

国
ま
た
は
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

で
す
。

【
市　

債
】

　

大
き
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、
国

や
金
融
機
関
等
か
ら
借
り
る
市
の
借

金
で
す
。

【
総
務
費
】

　

課
税
徴
収
、
市
民
活
動
、
広
報
、

情
報
処
理
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
民
生
費
】

　

障
が
い
者
、
高
齢
者
、
保
育
園
、

生
活
保
護
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
衛
生
費
】

　

健
康
診
断
や
予
防
接
種
、
ご
み
処

理
、
し
尿
処
理
等
に
関
す
る
経
費
で

す
。

【
商
工
費
】

　

各
種
資
金
融
資
や
観
光
振
興
等
に

関
す
る
経
費
で
す
。

【
土
木
費
】

　

道
路
・
公
園
の
整
備
や
維
持
管
理
、

市
営
住
宅
管
理
等
に
関
す
る
経
費
で

す
。

【
教
育
費
】

　

小
・
中
学
校
や
幼
稚
園
、
図
書
館
、

公
民
館
等
に
関
す
る
経
費
で
す
。

【
公
債
費
】

　

市
が
借
り
入
れ
た
借
金
（
市
債
）

の
返
済
に
要
す
る
経
費
で
す
。

【
一
時
借
入
金
】

　

支
出
す
る
現
金
が
不
足
し
た
と
き

に
、
資
金
繰
り
の
た
め
金
融
機
関
か

ら
一
時
的
に
借
り
る
お
金
で
す
。

【
基　

金
】

　

特
定
の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て

ら
れ
る
資
金
等
で
、
市
の
貯
金
で
す
。

会  計  名    未 償 還 額

一 般 会 計 119 億 0,311 万円

下水道事業費特別会計 101 億 6,215 万円

そ の 他 特 別 会 計 8億 3,361 万円

合 計 228 億 9,887 万円

会  計  名 借 入 金 額

一 般 会 計 17 億円

会  計  名
（※印：公営企業会計）

予 算 現 額
収 入 済 額

支 出 済 額

国民健康保険費 47 億 8,158 万円
42 億 3,711 万円

43 億 3,196 万円

駐 車 場 費 ※ 1億 9,595 万円
2,885 万円

1億 9,321 万円

下水道事業費※ 34 億 6,035 万円
14 億 0,989 万円

26 億 3,156 万円

高齢者住宅整備
資金貸付事業費

563 万円
129 万円

60 万円

介 護 保 険 費 37 億 2,473 万円
30 億 6,689 万円

32 億 0,208 万円

土地区画整理費※ 5億 1,541 万円
15 万円

4億 9,115 万円

市 場 事 業 費 ※ 1億 2,608 万円
1億 2,366 万円

1億 0,846 万円

後期高齢者医療費 3億 8,017 万円
3億 6,958 万円

3億 7,314 万円

特別会計予算の執行状況特別会計予算の執行状況 市債の現在高市債の現在高

一時借入金の現在高一時借入金の現在高

市民１人当たりの市債現在高

（公営企業会計を除く）

　３４４，５９４円

市有財産の状況市有財産の状況

基金

46 億 9,431 万円

土地

1,797,971 平方㍍

建物

143,537 平方㍍

有価証券・出資金など

2億 5,022 万円
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～さかいみなと　まちの話題　～まちの話題　～

市
民
グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介

 体育館を活用し、健康増進を
　待望の市民体育館利用再開、市民らが利用

　先月号でもお伝えしましたが、市民体育館の耐震改修工

事が終わり、４月１日（土）より利用が再開されました。

　小体育室、武道場、ターゲットバードゴルフ場などが刷

新され、以前よりも使いやすくなっています。

　この利用再開を待ち望んでいた市民の皆さんは、久しぶ

りに利用する体育館の感触を確かめながら、体操やバドミ

ントン、卓球などを楽しみ、汗を流していました。

　皆さんも、市民体育館を利用して身体を動かし、気持ち

のいい汗をかいてみませんか？

 親子で絵本を読みませんか
　国際ソロプチミスト境港から絵本を受贈

　ボランティア活動などに取り組む国際ソロプチミスト境

港から、地域子育て支援センターひまわりへ絵本２１冊の

寄贈を受け、４月１４日（金）に贈呈式が行われました。

　絵本を通じた子育て支援の充実を目的として、平成２３

年から絵本や紙芝居などの寄贈を続けられており、今回で

６回目の寄贈となります。

　ひまわりは、未就学児の親子が利用できる施設で、おも

ちゃの部屋や園庭などで遊べるほか、絵本の部屋には約

２千冊の蔵書があり、利用者への貸し出しも行っています。

《 
サ
ー
ク
ル
ア
イ
ズ 

》

　
　
　
　
　

【
団
体
紹
介
】

　

私
た
ち
は
、
渡
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
活

動
す
る
写
真
サ
ー
ク
ル
で
す
。
代
表
兼
講
師

と
レ
ギ
ュ
ラ
ー
メ
ン
バ
ー
６
人
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

単
に
写
真
を
楽
し
み
な
が
ら
親
睦
を
深
め

る
だ
け
で
な
く
、
写
真
の
基
礎
知
識
か
ら
撮

影
実
用
テ
ク
ニ
ッ
ク
ま
で
、
初
心
者
か
ら
学

べ
る
本
格
的
な
サ
ー
ク
ル
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

【
主
な
活
動
内
容
】

　

毎
月
第
３
木
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら
、
渡

公
民
館
２
階
学
習
室
で
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

27
イ
ン
チ
の
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
使
用
し
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
毎
月
テ
ー
マ
別
に
講
義

を
行
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ッ
ト
で
の
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

サ
ー
ク
ル
ア
イ
ズ
の
ア
イ
ズ
は
英
語

「E

ア

イ

ズ

y
es

（
眼
）」
か
ら
と
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
眼
を
通
じ
て
、
自
由
で
豊
か
な
写
真

表
現
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
、
写
真
は
奥
が
深
く
、
我
流
で
は
な
か
な

か
上
達
し
な
い
の
も
事
実
。

　

サ
ー
ク
ル
ア
イ
ズ
は
写
真
の
基
本
知
識
、

技
術
な
ど
、
何
度
も
復
習
し
な
が
ら
徐
々
に

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
ス
タ
イ
ル
で
進
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
個
人
指

導
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

老
若
男
女
問
わ
ず
、
写
真
に
興
味
あ
る
人

は
、
ま
ず
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
！

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

サ
ー
ク
ル
ア
イ
ズ　

二に
の

宮み
や

幸ゆ
き

男お

　
　
（
☎
０
９
０
‐
３
１
７
５
‐
５
５
８
４
）

※
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
で
の
ご
連
絡
も
可
能
で
す
。

市報さかいみなと　8



【
市
報
で
み
な
さ
ん
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
紹
介
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
】

　

掲
載
を
ご
希
望
の
市
民
グ
ル
ー
プ
は
、
地
域
振
興
課
広
報
情
報
係
（
☎
47
‐
１
０
１
０
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～さかいみなと　まちの話題　～～さかいみなと　

 安全で美しい海をめざして
　新たな巡視船「おき」が境港に就役

　今年１月に退役した巡視船「おき」に代わり、新しく２

月２７日（月）に同じ船名の巡視船「おき」が就役しまし

た。その就役披露式および船内見学会が、４月１６日（日）

に夢みなとタワーで開催されました。

　平成９年から約２０年にわたり境港で活躍してきた以前

の「おき」と比べ、新たな「おき」は船体も大きくなり、

装備も新たになるなど、能力が大きく向上しています。

　安全で明るく美しい日本海をめざし、今後の活躍が期待

されます。

 日韓ロを結ぶ環日本海の架け橋
　ＤＢＳクルーズフェリー利用者２０万人を達成

　境港と韓国の東
トンヘ

海、そしてロシアのウラジオストクを結

ぶ国際定期貨客船「ＤＢＳクルーズフェリー」が平成２１

年に就航してから、今年で８年を迎えます。この度、境港

の利用者数２０万人突破を記念し、４月２１日（金）に境

港国際旅客ターミナルで、記念セレモニーが行われました。

　日韓ロの都市を結ぶこの航路により、多くの人や物が行

き交うようになりました。今後もこの航路が、環日本海の

観光・物流の発展に大きな役割を果たすことでしょう。

《
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

　

in
境
港 

実
行
委
員
会
》

【
団
体
紹
介
】

　

平
成
15
年
の
夏
至
よ
り
始
ま
っ
た
全
国
的

な
消
灯
運
動
《
百
万
人
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

ト
》
の
呼
び
か
け
に
呼
応
し
、
同
年
冬
至
よ

り
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

以
後
、
継
続
し
て
開
催
し
、
環
境
に
や
さ
し

い
暮
ら
し
方
の
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
に
暗
闇
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催

し
、
エ
コ
活
動
に
取
り
組
む
諸
団
体
に
よ
る

出
店
・
即
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
主
な
活
動
内
容
】

◇
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
の
開
催

◇
協
力
団
体
相
互
の
情
報
交
換
、
支
援
お
よ

　

び
連
絡
調
査

◇
環
境
問
題
に
対
す
る
啓
発
活
動

【
メ
ッ
セ
ー
ジ
】

　

今
年
は
、
６
月
25
日
（
日
）
に
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
「
井
上
派
糸
東
流
慶
心

会
」
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
空
手
の
演
武
。

き
し
も
と
工
房
の
木
地
師
・
瀬
戸
川
さ
ん
を

ゲ
ス
ト
に
お
迎
え
し
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ト
ー
ク

を
行
い
ま
す
。ま
た
、キ
ャ
ン
ド
ル
コ
ン
サ
ー

ト
は
、
ケ
ー
ナ
と
カ
リ
ン
バ
の
音
色
を
お
楽

み
く
だ
さ
い
。
恒
例
の
暗
闇
マ
ー
ケ
ッ
ト
で

は
、
12
団
体
が
出
展
し
、
無
農
薬
野
菜
や
手

づ
く
り
雑
貨
、
カ
レ
ー
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の

販
売
も
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
境
港 

実
行
委
員

会
／
こ
こ
あ
ん　
　
　
（
☎
44
‐
８
６
０
７
）

昨年のキャンドルナイトの様子

9　平成２９年５月



情報あらかると

聖歌（青山学院大学

間島記念図書館所蔵）

聖歌（青山学学院大学院

間島記記間島記間 念図書念図書念図書館所蔵館所蔵館所 ））

　

児
童
文
学
の
先
駆
者
。「
母
を
た
ず
ね

て
三
千
里
」
な
ど
を
翻
訳
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

杉
谷
代
水
（
本
名
虎と

ら

蔵ぞ
う

）
は
、
明
治
７

年
（
１
８
７
４
）、
会
見
郡
境
町
（
現
在

の
境
港
市
栄
町
）
に
父
源げ

ん

八ぱ
ち

、
母
と
し
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
も
と
も
と

杉
谷
家
は
備
前
岡
山
藩
池
田
家
の
提

ち
ょ
う

灯ち
ん

御ご

用よ
う

を
務
め
て
い
ま
し
た
が
、
お
国
替
え
に

よ
り
因
伯
に
移
り
ま
し
た
。

　

一
家
は
代
水
が
２
歳
の
と
き
松
江
に
、

９
歳
の
と
き
に
鳥
取
に
移
り
ま
す
。

　

鳥
取
県
尋じ

ん

常
じ
ょ
う

中
学
校
（
現
在
の
鳥
取
西

高
校
）
在
学
中
は
、
数
学
や
理
科
に
す
ぐ

れ
、
病
弱
な
母
を
い
た
わ
っ
て
家
業
を
手

伝
う
な
ど
近
所
の
模
範
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
趣
味
も
謡
曲
、
詩
吟
、
生い

け

花ば
な

、

剣
舞
と
多
彩
で
し
た
が
、
千せ

ん

代だ
い

橋ば
し

の
た
も

と
で
読
書
に
ふ
け
る
こ
と
が
多
い
、
物
静

か
な
少
年
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
代
水
の
号

は
こ
の
千せ

ん

代だ
い

川が
わ

に
ち
な
ん
だ
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
明
治
28
年
に
上
京
し
て
東
京

専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大
学
）
に
入
学
し

ま
す
が
、
病
弱
の
た
め
１
年
後
に
中
退
し

ま
し
た
。

　

坪つ
ぼ

内う
ち

逍
し
ょ
う

遥よ
う

の
知ち

遇ぐ
う

を
得
て
、
小
中
学
校

の
国
語
読
本
の
編
集
に
当
た
り
、
の
ち
の

国
定
教
科
書
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

一
方
で
明
治
31
年
、
琵
琶
湖
と
富
士
山
の

創
作
伝
説
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
神
曲
余

韻
」
を
『
早
稲
田
文
学
』
に
発
表
し
て
新

体
詩
人
と
し
て
文
壇
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
。
ま
た
同
郷
の
作
曲
家
田た

村む
ら

虎と
ら

蔵ぞ
う

の
依

頼
に
よ
り
始
め
た
唱
歌
の
作
詞
は
、
名
曲

「
星
の
界よ

」
な
ど
67
編
に
及
び
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
代
水
は
翻
訳
家
と
し
て
知
ら
れ
、

近
代
日
本
文
学
の
先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。

イ
タ
リ
ア
の
「
ク
オ
レ
」
を
翻
訳
し
て
人

気
を
博
し
ま
す
が
、
そ
の
中
の
「
母
を
た

ず
ね
て
三
千
里
」
は
代
水
の
命
名
で
あ
り
、

時
代
を
越
え
た
名
題
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
物
語
」、「
ギ

リ
シ
ア
神
話
」、「
ア
ラ
ビ
ア
ン
ナ
イ
ト
」

な
ど
次
々
に
刊
行
し
て
い
ま
す
。

　

杉
谷
代
水
書
簡
集
「
妻つ

ま

の
文ふ

箱ば
こ

」
に
よ

れ
ば
、
代
水
は
妻
や
義
父
に
ま
め
に
手
紙

を
送
り
、
家
族
を
と
て
も
大
切
に
す
る
人

で
し
た
。
残
念
な
が
ら
呼
吸
器
系
の
病
気

が
再
発
し
、
大
正
４
年
４
月
、
逗ず

子し

の
自

宅
に
て
40
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

（
参
考
）「
境
港
市
史
」「
鳥
取
県
郷
土
が

誇
る
人
物
誌
」
他

境
港
市
の
誇
る
先
人
た
ち
（

境
港
市
の
誇
る
先
人
た
ち
（
1414
））　　

　
　
　

　
　
　

    

〜〜
杉杉す

ぎ
す
ぎ

谷谷た
に
た
に

代代だ
い
だ
い

水水す
い
す
い

〜〜

境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ

　平成２８年中に、境港市内で発生した自転車が関係す

る人身交通事故件数は４件で、前年に比べ１件増加して

います。

　事故の形態としては、出会い頭事故が最も多いため、

交差点での安全確認を確実に行い、また、夜間は反射材

を着用しましょう。

　自転車は「車両」です。自転車運転中に、信号無視や

指定場所等一時不停止などの危険な違反を反復して（３

年以内に２回以上）行った人は、自転車運転者講習を受

けなければなりません。

　ルールを守って安全利用を心掛けましょう。

境港警察署（☎ 44 － 0110）

自転車の安全利用について
　　～５月は「自転車月間」です～

自治防災課危機管理室（☎ 47 － 1071）

　災害で自宅が被災した人などのため、公民館や学校な

どの施設を避難所に指定しています。

　避難生活のポイントは次のとおりです。

＜開設・運営＞

・行政や施設管理者が開設します。

・長期化する場合は、自治会や自主防災組織の協力を得

  て、避難者による運営に移行していきます。

＜生活・衛生環境＞

・避難者同士で協力し、清掃、換気等を行い、清潔で明 

  るい環境をつくりましょう。

・ルールやマナーを守り、譲り合いましょう。

＜女性・要配慮者への配慮＞

・高齢者、障がい者、乳幼児、妊産婦などを優先したス

  ペースの割りあてや、トイレや更衣室などの確保は、

  女性や要配慮者に配慮しましょう。

＜ペットの管理＞

・避難後は、ペットと同じ空間での生活は困難です。普

　段からケージなどの環境に慣れさせておきましょう。

・ケージ、エサなど必要品を準備しておきましょう。

・エサやりや排泄物の処理などは、飼い主が責任を持っ

  て行いましょう。

14日頃からの災害への備え日頃からの災害への備え

避難所での生活について

市報さかいみなと　10



情報あらかると

【事例】

　スマートフォンの広告で無料の占いサイトを見つけ、

生年月日や性別を入力して登録した。

　運勢を占ってもらったがなかなか鑑定が終わらず、そ

のうちに無料期間が終わってしまった。

　相手から「あと少しで幸運がつかめる」などとメール

が届いたためやめられなくなり、メールのやり取りのた

めにポイントを購入し続け、気が付けば高額な支払をし

てしまっていた。

【アドバイス】

○占いサイトを利用するうちに高額な料金を支払ったと

　いう相談が寄せられています。

○ポイントを購入することで相手とメールのやり取りが

　できる事例のような占いサイトでは、「あと少しで幸

　運がつかめる」などと有料でのやり取りを引き延ばさ

　れ、気付いたときには高額な支払をしてしまっていた

　ということもあります。

○「幸運になれる」「金運がアップする」「健康を取り戻

　すことができる」などと言われても、相手の言葉をう

　のみにしてはいけません。

○日常生活を送る上で、何か支えになるものを求めたい

　と思うことは誰にでもあることだと思います。そのよ

　うなときこそ冷静になって不要な契約をしないように

　気を付けましょう。家族や身近な人に相談することも

　大切です。

■相談受付時間　毎週月～金曜日

　午前９時～正午、午後１時～４時

利用料金が高額になった占いサイト

消費生活相談室（☎ 47 － 1106  FAX 44 － 7957）

180消費生活相談室です消費生活相談室です

　子育て世代包括支援センターでは、妊娠・出産・子

育てに関する経済的な事も含めた総合的な相談を「母

子保健コーディネーター」等がお受けし、必要な情報

を提供しています。

　相談方法としては、面談や家庭訪問に加え、メール

での相談もでき、より相談しやすい体制を整えていま

す。また、メールの登録者には妊娠期・子育て期のワ

ンポイントアドバイスも時期毎に送信しています。

　今年度は、新しく産後の子育ての応援をするサービ

スとして、産院に宿泊するショートステイの助成を新

設しました。また、通所するデイケアや家事・育児の

負担を軽くするためヘルパー派遣事業も引き続き行っ

ています。

　妊娠期を含め、子育て期に心配事・悩み事があれば、

一人で抱え込まず、安心してご相談ください。一緒に

考え、きめ細かくサポートしていきます。

▼問い合わせ先

　子育て世代包括支援センター（☎４７－１０４０）

　安心メール相談専用メールアドレス

　 　 　 　 　 　 　 Mail sukusuku@city.sakaiminato.lg.jp

　※メールを送られる際は、念のために連絡先の電話

　　番号もご記入ください。

保健師の
　ちょっと一言

妊娠期から子育て世代を応援しています

地域振興課人権政策室（☎ 47 － 1102）

みんなで拓く人権文化みんなで拓く人権文化 165

仕事と生活の調和
～仕事も生活も楽しく、充実したものに～

　仕事と生活が両立しにくい毎日になっていません

か。仕事も生活も楽しめる社会になることが理想です。　

　「ワーク・ライフ・バランス（ＷＬＢ）」という言葉

があります。それぞれの職場で、年齢・性別に関わら

ず、一人ひとりが能力を発揮しやすいように、働き方

や制度を見直すことで、仕事も生活も充実したものに

していこうという意味で用いられています。

　誰もが、仕事と、家事や育児・介護、地域活動など

の「仕事以外の生活」を自分の希望するバランス（仕

事と生活の調和）で行うことで、仕事も生活も、楽し

く充実したものにしたいものです。今日から、仕事の

やり方を何かひとつ変えてみませんか。

　昨年度に続き、今年度も、「ワーク・ライフ・バランス」

に関する講演会等を予定しております。

11　平成２９年５月



市
税
の
減
免
制
度

【
個
人
住
民
税
・
法
人
市
民
税
】

　

一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、
一

部
も
し
く
は
全
部
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

▼
申
請
期
限

　

そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
限
７
日
前

※
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
減
免
対
象

　

申
請
の
あ
っ
た
日
以
降
に
納
期
限

が
到
来
す
る
税
額

【
軽
自
動
車
税
】

　

心
身
障
が
い
者
、
ま
た
は
そ
の
障

が
い
者
の
た
め
に
家
族
が
所
有
す
る

軽
自
動
車
や
二
輪
車
に
か
か
る
税
金

は
、一
定
要
件
（
障
が
い
の
程
度
等
）

に
該
当
す
れ
ば
、
減
免
さ
れ
ま
す
。

▼
申
請
期
限　

５
月
24
日
（
水
）

※
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
持
参
す
る
も
の

◇
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

　

帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保

　

健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ
か

◇
運
転
免
許
証

◇
自
動
車
検
査
証
（
軽
自
動
車
）

◇
印
章

◇
納
税
通
知
書
（
納
付
せ
ず
持
参
）

【
固
定
資
産
税
】

　

次
の
固
定
資
産
は
、
一
定
の
要
件

に
該
当
す
れ
ば
、
固
定
資
産
税
の
減

免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
生
活
保
護
法
で
生
活
扶
助
を
受
け

　

る
人
が
所
有
す
る
固
定
資
産

◇
生
活
困
窮
の
た
め
扶
養
義
務
者
以

　

外
か
ら
私
的
な
扶
助
を
受
け
て
い

　

る
人
が
所
有
す
る
固
定
資
産

◇
公
益
の
た
め
直
接
専
用
す
る
固
定

　

資
産
（
自
治
会
広
場
・
公
園
な
ど
）

◇
災
害
等
で
減
失
ま
た
は
甚
大
な
損

　

害
を
受
け
た
固
定
資
産

▼
申
請
期
限

　

そ
れ
ぞ
れ
の
納
期
限
７
日
前

　

※
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

▼
減
免
対
象

　

申
請
の
あ
っ
た
日
以
降
に
納
期
限

が
到
来
す
る
税
額

※
減
免
申
請
に
は
減
免
を
受
け
よ
う

と
す
る
事
由
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
必
要
で
す
。

【
申
請
時
の
注
意
事
項
】

　

軽
自
動
車
税
と
固
定
資
産
税
の
減

免
申
請
に
は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
等

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
各
担
当
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

◇
個
人
住
民
税
・
法
人
市
民
税
・
軽

　

自
動
車
税
に
つ
い
て

　

税
務
課
市
民
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
７
）

◇
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
１
８
）

国
民
健
康
保
険
証
の

更
新
は
お
済
み
で
す
か
？

　

境
港
市
の
国
民
健
康
保
険
証
は
毎

年
３
月
末
で
有
効
期
限
を
迎
え
、
更

新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

お
持
ち
の
保
険
証
が
期
限
切
れ
に

な
っ
て
い
る
人
は
、
市
民
課
窓
口
で

更
新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
就
職
な
ど
で
社
会
保
険
に

加
入
さ
れ
た
場
合
も
手
続
き
が
必
要

で
す
。
新
し
く
で
き
た
保
険
証
と
、

今
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
証
を
持
参

し
て
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
更
新
に
必
要
な
も
の

◇
古
い
国
民
健
康
保
険
証

◇
国
民
健
康
保
険
税
所
得
申
告
書

　
（
未
提
出
の
人
の
み
。
２
月
下
旬
に

　

郵
送
し
て
い
ま
す
。）

※
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
人
は
、

更
新
不
要
で
す
。
７
月
に
簡
易
書
留

で
新
し
い
保
険
証
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
６
）

か
か
り
つ
け
薬
局
を

持
っ
て
い
ま
す
か
？

　

か
か
り
つ
け
薬
局
を
決
め
、
医
療

機
関
で
も
ら
っ
た
処
方
せ
ん
を
、
必

ず
そ
こ
で
調
剤
し
て
も
ら
う
と
、
お

得
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

調
剤
を
ひ
と
つ
の
薬
局
に
ま
と
め

る
と
、
医
療
費
が
１
カ
所
あ
た
り
約

80
円
安
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
複
数
の
医
療
機
関
に
か

か
っ
て
い
る
と
き
に
、
薬
の
重
複
や
、

飲
み
合
わ
せ
の
悪
い
薬
が
な
い
か
な

ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　

処
方
さ
れ
た
薬
が
残
っ
て
い
る
場

合
に
は
、
再
利
用
で
き
る
場
合
も
あ

る
の
で
、
無
駄
が
減
り
ま
す
。

　

体
に
も
、
お
財
布
に
も
や
さ
し
い

か
か
り
つ
け
薬
局
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
６
）

住
宅
等
の
耐
震
化
を
支
援
し
ま
す

　

住
宅
等
の
耐
震
化
を
検
討
さ
れ
る

人
の
た
め
に
、
無
料
耐
震
診
断
等
の

補
助
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
助
成
制
度
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
市
報
７
月
号
お
よ
び
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

建
築
営
繕
課
建
築
指
導
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
２
）

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

今
年
６
月
１
日
現
在
で
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
事

業
所
の
活
動
実
態
を
把
握
す
る
も
の

で
す
。
調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所

に
は
、
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
０
７
）

informationinformation
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市
民
図
書
館
の
休
館

　

Ｉ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
更
新
作
業
の
た
め
、

次
の
期
間
、
市
民
図
書
館
を
休
館
し

ま
す
。

▼
休
館
期
間

　

５
月
22
日
（
月
）
〜
26
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
９
）

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
閉
室
日
変
更

　

毎
月
第
４
日
曜
日
を
事
務
室
閉
室

日
と
し
て
い
ま
す
が
、
５
月
は
閉
室

日
を
14
日
（
日
）
に
変
更
し
ま
す
。

　

５
月
の
事
務
室
閉
室
日
は
、
３
日

（
水
・
祝
）、
４
日
（
木
・
祝
）、
５

日
（
金
・
祝
）、
14
日
（
日
）
で
す
。

　

ま
た
、
変
更
に
伴
い
28
日
（
日
）

は
開
室
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
２
０
４
）

歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布

▼
対　

象

　

実
施
日
に
お
お
む
ね
１
歳
９
カ
月

〜
２
歳
９
カ
月
未
満
ま
で
の
幼
児

▼
条　

件

　

前
回
フ
ッ
素
塗
布
し
て
か
ら
３
カ

月
以
上
空
い
て
い
る
こ
と
。

※
１
人
あ
た
り
年
に
１
〜
２
回
実
施

可
能
。
初
回
対
象
者
を
優
先
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

６
月
１
日
（
木
）、９
月
５
日
（
火
）

12
月
８
日
（
金
）、
来
年
３
月
６
日

（
火
）

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
主
な
内
容

　

歯
科
検
診
、歯
み
が
き
指
導
、フ
ッ

素
塗
布

▼
募
集
人
数　

40
人
（
予
約
制
）

▼
申
込
期
限

　

実
施
日
の
７
日
前
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
０
）

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設

置

補

助

金

　

市
内
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
者
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

▼
対　

象

　

市
内
に
あ
る
自
ら
が
所
有
し
、
居

住
す
る
住
宅
（
併
用
住
宅
含
む
）
に

10
ｋ
Ｗ
未
満
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
個
人

▼
補
助
を
受
け
る
条
件

◇
着
工
前
で
あ
る
こ
と
（
設
置
後
の

　

も
の
は
対
象
外
）

◇
一
定
の
仕
様
を
満
た
す
も
の

◇
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

◇
境
港
市
暴
力
団
排
除
条
例
に
抵
触

　

し
な
い
こ
と

◇
受
注
お
よ
び
施
工
業
者
が
県
内
業

　

者
で
あ
る
こ
と

▼
補
助
金
額

　

太
陽
光
発
電
１
ｋ
Ｗ
あ
た
り
５
万

円
（
上
限
５
ｋ
Ｗ
、
最
大
25
万
円
）

▼
補
助
件
数

　

予
算
の
範
囲
内
で
行
い
ま
す
。（
当

初
予
算
枠
56
件
）

▼
そ
の
他
の
補
助
制
度

　

こ
の
補
助
以
外
に
も
、
家
庭
用
燃

料
電
池
シ
ス
テ
ム（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
）

お
よ
び
太
陽
熱
利
用
機
器
（
太
陽
熱

温
水
器
な
ど
）
の
導
入
費
用
に
対
す

る
補
助
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課
環
境
対
策
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
０
）

informationinformationinformationinformation

有　

料　

広　

告

不妊治療費等の助成制度が拡大しました
　これまで、不妊治療のうち、特定不妊治療（体外授精・顕微受精）と人工授精の治療費に

ついて助成を行ってきましたが、4月から助成対象を拡大し、「不妊検査」と医療保険の適

用となる「一般不妊治療」についても助成を行います。対象となる人は、健康推進課で助成

金の申請を行ってください。

　詳しい内容については、市の発行したパンフレットや市ホームページをご覧いただくか、

お問い合わせください。

▼助成の種類と内容

▼申請・問い合わせ先　健康推進課母子保健係（☎４７－１０４０）

治療等 助成内容 助成期間

新
し
い
助
成
金

不妊検査
保険適用分：自己負担分の１／２( 上限１３，０００円 ) 
保険適用外：県の助成金対象額の１／２(上限６，５００円 )

1 回限り

一般不妊治療
（保険適用）

保険適用分について自己負担分の１／２、年間３万円を上
限に助成

２年間

現
在
の
助
成
金

一般不妊治療
（人工授精）

治療費の１／４を助成。県の助成（１／２）と併せ３／４、
年間１５万円を上限に助成

２年間

特定不妊治療
（体外受精・顕微授精）

１回あたり５万円を上限に助成。国・県の助成と併せ初回
３５万円、２回目以降２２万５千円を上限に助成

年齢により
異なる

13　平成２９年５月



informationinformation

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
す
る

不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
補
助

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
繁
殖
抑
制

を
進
め
、
地
域
の
生
活
環
境
保
全
と

動
物
愛
護
意
識
高
揚
を
目
的
に
、
市

内
で
捕
獲
し
た
飼
い
主
の
い
な
い
猫

（
生
後
４
カ
月
以
上
）
に
不
妊
・
去

勢
手
術
を
受
け
さ
せ
る
人
に
対
し
て
、

手
術
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

以
下
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

◇
市
内
に
住
所
を
有
し
、
市
内
で
捕

　　

獲
し
た
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対

　

し
、
県
内
の
動
物
病
院
で
不
妊
・

　

去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
る
人

◇
手
術
後
、
捕
獲
し
た
元
の
場
所
に

　

戻
す
こ
と
が
で
き
る
人

◇
不
妊
・
去
勢
手
術
済
み
で
あ
る
と

　

判
別
で
き
る
よ
う
、
手
術
後
に
片

　

耳
の
先
端
に
Ｖ
字
型
の
切
れ
込
み

　

を
入
れ
る
こ
と
を
了
承
で
き
る
人

◇
手
術
を
行
う
動
物
病
院
に
自
ら
猫

　

を
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
人

▼
補
助
金
額

　

１
頭
あ
た
り
手
術
費
用
の
１
／
２

※
上
限
５
千
円

▼
補
助
件
数

　

予
算
の
範
囲
内
で
行
い
ま
す
。（
当

初
予
算
枠
50
頭
）

▼
申
請
方
法

　

環
境
衛
生
課（
清
掃
セ
ン
タ
ー
内
）

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
環
境
衛
生
課
窓
口
に
あ

り
ま
す
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課
環
境
対
策
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
０
）

ヌ
カ
カ
（
干
拓
虫
）
の
被
害
予
防

▼
ヌ
カ
カ
と
は

　

ヌ
カ
カ
は
、
ハ
エ
目
・
ヌ
カ
カ
科

に
属
す
る
昆
虫
で
、
蚊
の
よ
う
に
人

や
家
畜
に
対
し
て
吸
血
行
動
を
と
り

ま
す
。

　

活
動
期
間
は
５
月
か
ら
９
月
で
、

大
き
さ
が
１
㎜
程
度
と
非
常
に
小
さ

く
、
網
戸
を
簡
単
に
通
り
抜
け
る
こ

と
が
で
き
る
た
め
、
被
害
を
予
防
す

る
の
が
困
難
で
す
。
刺
さ
れ
る
と
、

か
ゆ
み
が
数
日
続
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

▼
被
害
予
防
・
刺
さ
れ
た
際
の
対
応

　

気
温
や
湿
度
が
高
く
、
風
の
弱
い

朝
夕
は
、
特
に
活
発
に
活
動
す
る
よ

う
で
す
。

　

刺
さ
れ
な
い
よ
う
長
袖
を
着
る
な

ど
肌
の
露
出
部
分
を
で
き
る
だ
け
少

な
く
し
、
虫
よ
け
の
薬
を
使
用
す
る

な
ど
し
て
、
被
害
を
予
防
し
ま
し
ょ

う
。

　

も
し
、
ヌ
カ
カ
に
刺
さ
れ
て
症
状

が
ひ
ど
い
と
き
は
、
医
療
機
関
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
衛
生
課
環
境
対
策
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
６
０
）　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る

第　

回
特
別
弔
慰
金

　

下
記
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺

族
お
一
人
に
対
し
、
特
別
弔
慰
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

請
求
期
限
が
来
年
４
月
２
日
ま
で

で
す
の
で
、
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い

人
は
、
お
早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
順　

番

①
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷

　

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

　

る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た

　

人
②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

　

兄
弟
姉
妹

④
右
記
①
〜
③
以
外
の
戦
没
者
等
の

　

３
親
等
以
内
の
親
族
（
甥
、
姪
な

　

ど
）

※
③
、
④
に
つ
い
て
は
要
件
あ
り

▼
支
給
内
容

　

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名

国
債

▼
請
求
期
限　

平
成
30
年
４
月
２
日

▼
請
求
窓
口
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
生
活
支
援
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
７
）

有　

料　

広　

告

公園に関するニーズ調査の結果の概要をお知らせします
　今後の都市公園整備の参考とするため、次のとおり公園に関するニーズ調

査を実施しました。

▼対　象　１６～８５歳の市民の中から無作為に抽出した５００人

▼調査方法　郵送による無記名のアンケート方式

▼調査期間　２月１０日（金）～２８日（火）

▼回収状況　２５０件（回収率５０％）

▼調査結果（全２２問中から抜粋）

◇どの程度の割合で公園を利用したか

　①年に数回（36％）／②月に数回（14％）／③数年に１回（12％）／④

週に数回（7％）ほか　　　　　　　

◇どのような目的で公園を利用したか（複数回答）

　①散歩（46％）／②花見（43％）／③子どもを遊ばせた（26％）／④スポー

ツ（10％） ほか

◇公園を整備するうえで何が重要だと思うか（複数回答）

（大規模公園の場合）

　①トイレ（84％）／②緑化（61％）／③遊具（59％）／④休憩用設備（58％）・

防犯安全（58％）ほか　　　

（小規模公園の場合）

　①トイレ（65％）／②遊具（63％）／③休憩用設備（52％）／④緑化（48％）

ほか　　　　　 　　

◇平坦地や小山など公園の構造についてどう思うか

（大規模公園の場合）

　①多少の起伏は必要（57％）／②平坦な方が良い（25％）／③起伏が多

い方が良い（18％）

（小規模公園の場合）

　①平坦な方が良い（71％）／②多少の起伏は必要（26％）／③起伏が多

い方が良い（3％）

※調査結果の詳細は、市ホームページに掲載しています。

▼問い合わせ先　都市整備課　（☎４７－１０６６）
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入
札
結
果
の
公
表

　

予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
工

事
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

管
理
課
管
理
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
７
６
）

人
権
擁
護
委
員
制
度

　

毎
年
６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
で
す
。

　

人
権
を
尊
重
し
た
社
会
を
築
く
た

め
、
人
権
擁
護
委
員
が
、
啓
発
活
動

や
人
権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
相
談
は
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
ま
す
。
日
程
は
23
ペ
ー

ジ
の
「
く
ら
し
の
相
談
日
」
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

事
業
承
継
支
援
サ
イ
ト
の
開
設

　

事
業
の
存
続
に
悩
み
を
抱
え
る
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
お
い
て

は
、
後
継
者
の
不
在
や
事
業
承
継
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

米
子
・
境
港
商
工
会
議
所
で

は
、
そ
う
し
た
事
業
を
譲
渡
し

た
い
経
営
者
と
譲
り
受
け
を
希

望
す
る
後
継
者
の
情
報
を
登
録

し
、
円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
す
る

「
Ｂビ

ズ

バ

ト

ン

Ｉ
Ｚ
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｎ
」
を
開
設
し

ま
し
た
。

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

h
ttp
://w
w
w
.b
izb
ato
n
.jp

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
商
工
会
議
所
・
相
談
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
１
１
１
１
）

農
業
委
員
会
情
報

【
春
の
農
作
業
労
賃
標
準
額
】 

　

農
業
委
員
会
で
は
、
平
成
29
年
春

の
農
作
業
労
賃
標
準
額
を
決
定
し
ま

し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
商
工
農
政

課
内
）　　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
３
）

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ
情
報

【
レ
デ
ィ
ー
ス
デ
イ
・
シ
ル
バ
ー
デ
イ
】

　

女
性
・
65
歳
以
上
の
人
は
割
引

▼
と　

き　

毎
月
第
２
・
３
月
曜
日　

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

【
各
種
割
引
】

▼
高
齢
者
料
金

　

70
歳
以
上
の
人
は
常
時
３
０
０
円

▼
時
間
帯
割
引

　

正
午
ま
で
の
入
館
女
性
は
割
引

◇
大　

人　

５
１
０
円
↓
３
０
０
円

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
家
族
割
引

　

家
族
連
れ
の
小
・
中
学
生
は
割
引

◇
小
中
学
生
２
５
０
円
↓
１
０
０
円

▼
誕
生
日
割
引　

誕
生
日
の
人
は
入

浴
料
が
無
料
（
要
証
明
）

【
薬
湯
の
日
】

◇
女　

湯　

毎
週
月
曜
日

◇
男　

湯　

毎
週
水
曜
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

さ
か
い
ポ
ー
ト
サ
ウ
ナ

　
　
　
　
　
　
（
☎
44
‐
４
０
６
０
）

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
情
報

【
第
7
回　

国
際
交
流
の
日

〜
中
国
＆
モ
ン
ゴ
ル
を
楽
し
も
う
！
〜
】

　

モ
ン
ゴ
ル
や
中
国
の
文
化
に
ふ
れ

よ
う
！
ス
ー
プ
餃
子
や
中
国
茶
を
振

る
舞
う
食
の
ブ
ー
ス
や
中
国
、
モ
ン

ゴ
ル
に
関
す
る
〇
×
ゲ
ー
ム
も
開
催

し
ま
す
。

▼
と　

き　

５
月
21
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

【
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
募
集
】　

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
日

　

６
月
24
日
（
土
）、
25
日
（
日
）

▼
受
付
開
始
日

　

５
月
27
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
に
て
直
接
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
出
店
料

◇
ど
ち
ら
か
１
日
の
み　
　

２
千
円

◇
両
日
と
も　
　
　
　
　
　

３
千
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
３
８
０
０
）

納

税

相

談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
】

　

平
日
の
昼
間
に
仕
事
な
ど
で
、
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
人

は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

　

５
月
31
日
（
水
）、６
月
30
日
（
金
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

※
納
税
通
知
書
等
を
紛
失
し
、
納
め

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
人
は
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

収
税
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
０
）

informationinformation

催催  

しし

作業名 標準額 摘要

耕
う
ん

水田一般 18,000 円
10 アールあたり
※水田は荒

あら

起
お

こし、

中
ちゅうこう

耕、代
しろ

かきの 3回

水田ほ場整備地 17,000 円

畑 9,000 円

機
械
田
植

水田一般
9,000 円

（12,000 円）
10 アールあたり
※かっこ内は肥料散布

を含むが、肥料代は除

く。水田ほ場整備地
7,000 円

（10,000 円）

一般労務 750 円 1 時間あたり

種 別 ほ　装 土　木 土　木 土　木 土　木

工 事 名
竹内誠道線舗装
改修工事

水木しげるロード
リニューアル事業
道路改良工事Ｂ１工区

水木しげるロード
リニューアル事業
道路改良工事Ｂ２工区

水木しげるロード
リニューアル事業
道路改良工事Ｄ１工区

水木しげるロード
リニューアル事業
道路改良工事Ｃ３工区

入 札 日 3 月 28 日 3 月 29 日 3 月 29 日 3 月 29 日 3 月 29 日

予定価格 23,324 千円 81,471 千円 71,774 千円 61,548 千円 45,357 千円

落 札 額 22,680 千円 71,973 千円 63,349 千円 55,393 千円 44,820 千円

落 札 率 97.2% 88.3% 88.3% 90.0% 98.8%

落 札 者 ㈲足立道路 コーワ建設㈲ 佐藤産業㈲ ㈱箕矢組 ㈲足立組

15　平成２９年５月



informationinformation

年

金

相

談

▼
と　

き

　

５
月
10
日
（
水
）、７
月
12
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
持
参
す
る
も
の

◇
年
金
証
書
ま
た
は
年
金
手
帳

◇
年
金
特
別
便
・
年
金
定
期
便

◇
委
任
状
（
代
理
人
の
場
合
の
み
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
年
金
機
構
米
子
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
34
‐
６
１
１
１
）

今
年
も
開
催
し
ま
す
！

中

野

港

漁

村

市

　

美
保
湾
で
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な

魚
介
類
等
を
漁
師
自
ら
が
販
売
し
て

い
ま
す
。
そ
の
他
、
魚
料
理
や
物
産

品
の
販
売
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
あ

り
、
中
野
港
周
辺
で
賑
や
か
に
開
催

し
て
い
ま
す
。（
出
店
者
も
募
集
中
）

　

今
年
は
、
５
月
か
ら
７
月
お
よ
び

９
月
の
第
２
土
曜
日
の
予
定
で
す
。

（
５
月
は
13
日
（
土
）
午
前
10
時
か

ら
販
売
開
始
）

　

詳
細
は
、「
水
産
王
国
境
漁
港
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

水
産
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
５
５
）

人

権

講

座

▼
と　

き　

５
月
30
日
（
火
）

　

午
後
３
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
会
議
室

▼
講　

師　

中
井
徹て

つ

男お

さ
ん
（
鳥

取
県
人
権
局 

人
権
・
同
和
対
策
課
）　

▼
演　

題

　
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
今
、
私
た
ち
が
す
べ
き

こ
と

▼
参
加
費　

無
料
（
要
申
し
込
み
）

▼
申
込
期
限　

５
月
26
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会
事

務
局
（
地
域
振
興
課
人
権
政
策
室
）

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

境
港
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

　

境
港
市
消
防
団
の
６
つ
の
分
団
が
、

消
防
車
か
ら
放
水
し
標
的
を
倒
す
ま

で
の
時
間
と
安
全
性
、
正
確
性
を
競

い
合
う
「
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
と　

き　

６
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

境
港
消
防
署
屋
外
訓
練
場

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

自
治
防
災
課
自
治
防
災
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
２
３
）

教

科

書

展

示

会

　

小
・
中
・
高
等
学
校
で
使
用
す
る

教
科
書
の
見
本
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
展
示
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
児
童
生
徒
が
使
用
す
る
教
科
書
へ

の
関
心
や
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
に
行
い
ま
す
。

▼
と　

き

　

６
月
９
日（
金
）〜
７
月
６
日（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
30
分

※
土･

日･

祝
日
は
午
後
６
時
ま

で▼
と
こ
ろ

　

市
民
図
書
館
分
館
２
階　

閲
覧
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
指
導
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
８
８
）

こ
ど
も
読
書
週
間
事
業

い
っ
し
ょ
に
あ
そ
ぼ
う

▼
と　

き　

５
月
27
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
と
こ
ろ　

市
民
図
書
館

▼
内　

容

◇
絵
本
の
読
み
き
か
せ
と
紙
芝
居

◇
英
語
・
中
国
語
の
絵
本
の
読
み
き

　

か
せ

◇
工
作
（
生
き
も
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
づ

　

く
り
）
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先　
　

市
民
図
書
館

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
９
９
）

　毎年、県内外からの多くの来場者で賑わう美保基地航空祭

が、今年も下記の日程で開催されます。

▼と　き　５月２８日（日）　午前９時～午後３時

▼ところ　航空自衛隊 美保基地内

▼内　容

○航空機地上展示　（Ｃ－１、ＹＳ－１１、Ｔ－４００など）

○航空機展示飛行　（ブルーインパルス、Ｆ－２など）（予定）

○主要装備品展示

○その他　（航空学生ファンシードリル、高尾山レッドクラ

ブ、スタンプラリーなど）

▼注意事項

◇当日、会場周辺は大変混雑が予想されますので、公共交通

　機関をご利用ください。

◇自家用車でお越しの際は、江島大橋は大変混雑が予想され

　ますので迂回いただきますようお願いします。なお、駐車

　場には限りがあります。あらかじめご了承ください。

◇「身体障がい者補助犬」以外のペット類を連れての来場は　

　一切できません。

◇飛行場地区内でのシート類、

　椅子などを使用しての見学は、

　他のお客様の迷惑になります

　のでご遠慮ください。

◇ゴミは必ず各自で持ち帰って

　ください。

▼問い合わせ先

　航空自衛隊美保基地渉外室広報班（☎４５－０２１１）

ゲゲゲの鬼太郎ゲタ飛ばし大会 in「美保基地航空祭」

　毎年恒例となっているゲタ飛ばし大会が、今年は美保基地

航空祭で開催されます。各部門入賞者には賞金・賞品があり

ます。ふるってご参加ください。

▼問い合わせ先

　（一社）境港青年会議所　（☎４４－２７００）

航空自衛隊 美保基地 航空祭航空自衛隊 美保基地 航空祭
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在
宅
医
療
講
演
会

　

元
気
な
今
だ
か
ら
こ
そ
「
自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
」
を
考
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

５
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※
午
後
１
時
30
分
開
場

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
内　

容

◇
講
演
会

・
演　

題

　

上
手
に
あ
の
世
へ
逝
く
た
め
に

・
講　

師

　

野の

坂ざ
か

美よ
し

仁ひ
と

さ
ん
（
野
坂
医
院　

院

長
、（
公
社
）
鳥
取
県
西
部
医
師
会　

会
長
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
３
１
）

精
神
障
が
い
者
家
族
会
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
学
習
会

▼
と　

き　

５
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

※
家
族
会
の
総
会
終
了
後
に
行
い
ま

す
の
で
、
受
付
は
午
前
10
時
45
分
か

ら
開
始
し
ま
す
。

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

▼
テ
ー
マ

　

障
が
い
を
も
つ
家
族
の
た
め
の
親

な
き
後
を
考
え
る

▼
講　

師

　

平
林
和
宏
さ
ん
（
境
港
市
社
会
福

祉
協
議
会 

精
神
保
健
福
祉
士
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
推
進
課
成
人
保
健
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
４
３
）

看
護
の
日
イ
ベ
ン
ト

　

５
月
12
日
は
看
護
の
日
で
す
。
済

生
会
境
港
総
合
病
院
で
は
、
看
護
の

日
に
ち
な
み
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
皆
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

５
月
11
日
（
木
）

▼
内　

容

◇
測
定
コ
ー
ナ
ー
（
骨
密
度
・
血
圧
・

　

体
脂
肪
／
午
前
９
時
〜
）

◇
市
民
講
座
（
午
後
１
時
〜
）

・
テ
ー
マ

　

骨
粗
し
ょ
う
症
を
防
ご
う
！
〜
日

常
生
活
で
で
き
る
こ
と
〜

・
講　

師

　

平
松
麻あ

さ

美み

さ
ん
、
渡
邉
美
代
さ

ん
（
済
生
会
境
港
総
合
病
院　

骨
粗

し
ょ
う
症
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

済
生
会
境
港
総
合
病
院

　
　
　
　
　
　
（
☎
42
‐
３
１
６
１
）

医

療

講

演

会

　

全
国
膠こ
う

原げ
ん

病
び
ょ
う

友
の
会
で
は
、
講
演

会
を
行
い
ま
す
。

▼
と　

き　

５
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

米
子
市
立
図
書
館

▼
内　

容

　

鳥
取
大
学
医
学
部
付
属
病
院
医
師

に
よ
る
講
演
会
ほ
か

▼
参
加
費　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

◇
鳥
取
県
難
病
相
談
・
支
援
セ
ン
タ

　

ー　
　
　
　
（
☎
38
‐
６
９
８
６
）

◇
全
国
膠
原
病
友
の
会
鳥
取
県
支
部

　
　
　
　
　
　
（
☎
27
‐
０
２
０
３
）

憲
法
週
間
イ
ベ
ン
ト

　

５
月
１
日
（
月
）
か
ら
７
日
（
日
）

の
憲
法
週
間
に
ち
な
み
。
イ
ベ
ン
ト

や
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

【
体
験
し
て
み
よ
う
！

　

裁
判
員
裁
判
（
裁
判
所
見
学
会
）】

▼
と　

き　

５
月
25
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

※
要
事
前
申
し
込
み

▼
と
こ
ろ　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判

所
米
子
支
部

▼
定
員
（
先
着
順
）　

24
人

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
地
方
裁
判
所
米
子
支
部
庶
務

課　
　
　
　
　
（
☎
22
‐
２
２
０
５
）

【
鳥
取
県
弁
護
士
会
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　

無
料
法
律
相
談
】

▼
と　

き　

５
月
18
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

　

鳥
取
地
方
・
家
庭
裁
判
所
米
子
支

部
庁
舎
内

▼
定　

員　

30
人
程
度

※
当
日
受
け
付
け
順
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
弁
護
士
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
22
‐
３
９
１
２
）

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き　

５
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜
８
時

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

▼
内　

容

　

相
続
・
遺
言
、
不
動
産
贈
与
・
売
買
、

登
記
、
成
年
後
見
申
し
立
て
、
借
金
・

多
重
債
務
問
題
、
法
律
問
題
な
ど

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会

　
（
☎
０
８
５
７
‐
24
‐
７
０
２
４
）

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

〜
春
〜
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
の
出
会
いVol.2

▼
と　

き　

５
月
26
日
（
金
）

　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
40
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　

無
料

▼
出　

演

　

安
部
千ち

菜な

さ
ん
（
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

奏
者
）

▼
曲　

目　

ラ
プ
ソ
デ
ィ
・
イ
ン
・

ブ
ル
ー
、
オ
リ
ビ
ア
を
聴
き
な
が
ら
、

ま
た
君
に
恋
し
て
る 

ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
文
化
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
４
）

子
ど
も
食
育
教
室

「
境
港
海
藻
米
」
田
植
え
体
験

　

境
港
市
農
業
公
社
が
、
市
内
の
営

農
者
に
委
託
し
て
栽
培
し
て
い
る
学

校
給
食
米
「
境
港
海
藻
米
」
の
田
植

え
体
験
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

市
内
の
小
・
中
学
校
に
通
う
児
童
・

生
徒
お
よ
び
そ
の
家
族

※
小
学
生
は
要
保
護
者
同
伴
（
中
学

生
は
生
徒
の
み
の
参
加
可
）

▼
と　

き　

５
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
西
側
水
田

▼
集
合
場
所　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

※
セ
ン
タ
ー
に
各
自
集
合
し
、
会
場

へ
は
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

▼
定　

員　

10
組
程
度

※
定
員
に
達
し
次
第
、
受
け
付
け
を

終
了
し
ま
す
。

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
お
よ
び
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

５
月
12
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
☎
21
‐
２
１
１
１
）

informationinformation

募募  

集集

１
０
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高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
策
定
委
員

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
福
祉
、
介
護

の
指
針
と
な
る
当
計
画
の
見
直
し
を

行
う
に
あ
た
り
、
計
画
案
を
検
討
す

る
策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

　

満
40
歳
以
上
（
４
月
１
日
現
在
）

の
市
民
で
、
平
日
に
開
催
さ
れ
る
会

議
に
出
席
可
能
な
人
。

▼
募
集
人
員　

３
人

▼
任　

期　

６
月
〜
来
年
３
月
末

▼
会
議
の
開
催

　

任
期
中
に
４
回
程
度

※
会
議
出
席
の
都
度
、
報
償
費
を
支

給
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

　
「
高
齢
者
の
福
祉
、
介
護
に
つ
い

て
の
想
い
」
を
８
０
０
字
（
原
稿
用

紙
２
枚
）
程
度
の
作
文
に
ま
と
め
、

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番

号
を
明
記
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
選
考
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

▼
応
募
期
限　

５
月
31
日
（
水
）

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
寿
社
会
課
介
護
保
険
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
０
３
８
）

人

権

ふ

れ

あ

い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員

　

人
権
を
尊
重
す
る
社
会
の
推
進
に

向
け
開
催
す
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

実
行
委
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
を
募

集
し
ま
す
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
12
月
10
日

（
日
）
に
開
催
予
定
で
、
実
行
委
員

会
は
、
４
回
程
度
行
う
予
定
で
す
。

▼
第
１
回
実
行
委
員
会

◇
と　

き

　

６
月
６
日
（
火
）
午
後
８
時
〜

◇
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限　

５
月
31
日
（
水
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課
人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
０
２
）

FAX 

44
‐
３
０
０
１  

Mailchiikishinkou@city.sakaim
inato.lg.jp

要
約
筆
記
者
養
成

講

習

会

受

講

者

　

聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
支
援
を
行
う
要
約
筆
記
者
を

養
成
す
る
た
め
の
講
習
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

▼
対　

象

　

高
校
生
以
上
で
、
聴
覚
障
が
い
者

等
の
福
祉
に
理
解
と
熱
意
を
有
す
る

人▼
内　

容

　

実
技
、
聴
覚
障
が
い
者
福
祉
等
に

関
す
る
講
義

※
講
習
会
終
了
後
に
鳥
取
県
登
録
要

約
筆
記
者
選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

▼
コ
ー
ス

　

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
、
手
書
き
コ
ー

ス※
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
は
、
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
、
あ
る
程
度

タ
ッ
チ
タ
イ
ピ
ン
グ
入
力
が
で
き
る

人
を
対
象
と
し
ま
す
。

▼
と　

き

　

６
月
６
日（
火
）〜
11
月
28
日（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
お
お
む
ね
毎
週
火
曜
日
、
全
20
回

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
福
祉
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
の
里

▼
受
講
料

　

各
コ
ー
ス
と
も　

３
千
円

※
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
３
４
０
０
円

が
別
途
必
要

▼
申
し
込
み
方
法

　

福
祉
課
窓
口
に
あ
る
要
約
筆
記
者

養
成
講
習
会
受
講
申
込
書
に
記
入
し
、

「
要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会
受
講
申

込
書
」
在
中
と
朱
書
き
の
う
え
、
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　

５
月
26
日
（
金
）
必
着

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
３
‐
０
８
４
５

　

米
子
市
旗
ヶ
崎
６
丁
目
19
‐
48
堀

田
ビ
ル
１
階

　

鳥
取
県
西
部
聴
覚
障
が
い
者
セ
ン

タ
ー　
　
　
　
（
☎
30
‐
３
６
５
９
）

FAX 

30
‐
３
６
６
０

informationinformation

市美術展覧会作品募集
　　６月１７日（土）から２１日（水）までの５日間、市民会館を会場に開催します。

　　皆さんの力作をご応募ください。

▼出品規定（高校生以上）

　◇市内に住所がある人、または勤務している人

　◇市内の各グループのメンバーである人

▼出　品

　１部門１人２点以内（自己が創作し、市展および他の公

募展で未発表作品に限る）

▼出品料　無料

▼部　門　絵画、工芸、彫刻、書道、写真

▼受付・搬入日　６月１４日（水）午前１０時～午後７時

▼搬入場所　中央公民館（市民会館２階）

　※各部門の優秀作品には市展賞・奨励賞を贈ります。

　※作品の規定など、詳しい内容を記した要項、出品申込書、

　　釈
しゃく

文
ぶん

票（書道部門のみ）は、各地区公民館および市民会

　　館、生涯学習課窓口で配布します。

市美術展覧会連携企画

子ども写真教室の参加者募集
　講師の先生から写真撮影の基礎を教えていただきます。完

成した作品は、市美術展覧会で展示します。

▼対　象　市内在住の小学校４年～中学校３年

▼と　き　６月１１日（日）１０時～１２時

▼集合場所　上道公民館集会室

▼定　員　１５人（先着順）

▼参加費　１００円（材料費）

▼持参するもの

　デジタルカメラ（スマートフォン不可）

▼申込期限　６月２日（金）

▼申し込み方法

　生涯学習課へ電話または来庁にて申し込んでください。

▼問い合わせ先

　生涯学習課文化体育係

　　（☎４７－１０９３）
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informationinformation

第
３
回
ほ
っ
と
は
あ
と
＆

福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
作
品
募
集

　

６
月
17
日
（
土
）、
18
日
（
日
）

に
開
催
予
定
の
「
第
３
回
ほ
っ
と
は

あ
と
＆
福
祉
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
in
夢

み
な
と
タ
ワ
ー
」
で
展
示
す
る
芸
術

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対　

象

　

市
内
在
住
の
障
が
い
の
あ
る
人

▼
対
象
作
品　

絵
画
、
書
道
、
写
真
、

工
芸
品
等
を
１
人
５
点
ま
で

※
絵
画
・
書
道
・
写
真
は
額
装
し
て

あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

５
月
19
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
方
法

　

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
福
祉

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
可

▼
必
要
事
項

　

氏
名
、
作
品
種
類
、
作
品
名
、
作

品
の
大
き
さ
、
作
品
の
写
真

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
47
‐
１
１
２
１
）

FAX 

42
‐
５
９
８
７

Mail

fukushi@
city.sakaim

inato.lg.jp

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子

７

月

入

所

生

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子
で
は
職

業
訓
練
生
（
離
職
者
対
象
）
を
募
集

中
で
す
。

　

詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
訓
練
科
・
定
員

◇
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
（
６
カ

　

月
訓
練
）　　
　
　
　
　
　

15
人

▼
訓
練
期
間

　

７
月
４
日（
火
）〜
12
月
26
日（
火
）

▼
募
集
期
間

　

５
月
12
日（
金
）〜
６
月
13
日（
火
）

▼
入
所
資
格　

求
職
中
の
人

▼
受
講
料

　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
等
の

実
費
は
必
要
で
す
）

▼
参　

考

　

雇
用
保
険
受
給
者
で
諸
条
件
を
満

た
さ
れ
る
方
は
訓
練
最
終
日
ま
で
受

給
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

雇
用
保
険
受
給
者
以
外
の
人
も
一

定
の
条
件
を
満
た
せ
ば
職
業
訓
練
受

講
給
付
金
を
受
給
し
な
が
ら
受
講
で

き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
先

　

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
米
子
訓
練
課

　
　
　
　
　
　
（
☎
27
‐
５
１
１
５
）

　境港市消防団では、消防団本部の一員として活動していただく、女性消

防団員を募集しています。

　女性ならではの視点を生かして、市民の安心・安全を守るために、消防

団活動に参加していただける人の入団をお待ちしています。

▼入団資格

　市内に居住・勤務する１８歳以上の健康な人

▼募集人員　１０人程度

▼勤務概要

◇災害現場における消火活動、平時の各種訓練参加

◇火災予防、地域防災などの広報・啓発活動

◇応急手当普及啓発活動、消防イベントへの参加

▼消防団員の身分は非常勤特別職の地方公務員となります

◇活動に必要な被服などを貸与します。

◇功労に応じた表彰制度があります。

◇消防団活動中に負傷した場合は、公務災害として補償されます。

◇団員には、市の条例に規定する報酬等が支給されます。

▼問い合わせ先　自治防災課自治防災係　（☎４７－１０２３）

女性消防団員を募集しています

境港市中学校職場体験学習

協力事業所

境港市中学校職場体験学習

市内協力事業所で中学生が体験学習

ワクワク境港
　未来を担う子どもたちを市民全体で育てていく機運を高めてい

くために、「みんなでならいや地域の先生」を合い言葉として、本

年度も中学校職場体験学習「ワクワク境港」を実施します。地域

を愛し、地域の人々とともに生きる喜びや感謝の気持ちを育んで

いきたいと考えています。

　地域の先生として、励ましや声かけをよろしくお願いします。

▼と　き　　５月２２日（月）～５月２６日（金）

　 　 　 　 　 　原則として午前９時～午後３時

▼ところ　市内各協力事業所

▼問い合わせ先

　学校教育課（☎４７－１０８８） 昨年のワクワク境港の様子

19　平成２９年５月



　　

美哉幼稚園 びさい交流会

【わくわくクラブ「体をつかって遊ぼう」】

　たくさん体を動かして遊びましょう！

▼と　き　５月１８日（木）

　　　　　午前１０時～１１時３０分

【わくわくクラブ「親子クッキング」】

　ホットケーキをアレンジしてみよう！

▼と　き　６月１日（木）　

　　　　　午前１０時～１１時３０分

※要予約。申込期限５月２４日（水）

▼定　員　先着１５人

【園庭・えほん館の開放】

　毎日、園庭とえほん館を開放し、未就園児にも絵本の貸

し出しをしています。

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　（☎４２－２８３９）

　内容についての詳細は、各施設に直接お問

い合わせください。

　記事中に特に明記がない場合、会場は問い

合わせ先と同じです。

きらきら・ひまわり情報
　各施設では親子で遊べるプレイルームを開放し、子

育てについての相談に応じるほか、親子ふれあい遊び

やおはなし会などを行っています。お気軽にお出かけ

ください。

【巡回子育てプレイランド】

　◇と　き

　　５月１０日（水）　午前１０時～１１時３０分

　　※事前申し込み不要

　◇ところ　外江公民館

　◇内　容　「ひまわり」のおもちゃを持って出かけま

　　　　　　す。一緒に遊びましょう。

【０歳さんあつまれ～】

　◇対　象　満１歳までの親子（託児なし）

　◇と　き　５月２３日（火）

　　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

　◇ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

　◇内　容　離乳食、幼児食に向けての栄養相談、し

　　　　　　つけや発達についての相談

　◇申込期限　５月２０日（土）

【親子クッキング】

　◇対　象　２～３歳までの親子

　◇と　き　５月３０日（火）、３１日（水）

　　　　　　午前１０時～正午

　◇ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

　◇内　容　野菜を使ったおやつ作り

　◇持参するもの　エプロン、三角巾、手拭きタオル

　◇定　員　各日先着１２組

　◇申込期限　５月２４日（水）

【いも苗植え】

　◇と　き　５月１８日（木）

　　　　　　午前１０時～１１時３０分

　※雨天の場合の予備日は５月２５日（木）です。

　※定員はありませんが、事前予約が必要です。

　◇ところ　こども支援センター「きらきら」園庭

　◇内　容　さつま芋の苗を植えたり、ミニ運動会を

　　　　　　楽しみ、親子でお弁当を食べましょう。

　◇申込期限　５月１６日（火）

　◇持参するもの　軍手、親子のお弁当、お茶、おし

　　　　　　　　　ぼり、敷物、着替えなど

▼問い合わせ先

　◇こども支援センター「きらきら」

　　　　　　　　　　　　　　（☎４５－０１１６）

　◇地域子育て支援センター「ひまわり」

　　　　　　　　　　　　　　（☎２１－８１０３）

※ひまわりについて、５月４日（木・祝）は開館し、

　振替日として５月８日（月）を休館とします。

聖心幼稚園 にこにこひろば
【園庭解放】

　未就園児を対象に園庭開放しています。

▼対　象　未就園児親子、在園児親子

▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時～正午

▼問い合わせ先　聖心幼稚園（☎４２－２０４０）

子育てひろば

保育園、幼稚園、認定こども園、小・中学校

市内一斉公開日
　市の保育、教育活動についての理解を深めていただくた

め、市内の公立、私立すべての保育園、幼稚園、認定こど

も園、小・中学校を１日公開します。

▼と　き

　６月５日（月）午前８時３０分～午後４時３０分

　※当日は、受付をしてからご参観ください。

　※保育園では、お昼寝の時間等で参観できない時間帯が

　　あります。

▼問い合わせ先

　◇保育園・幼稚園・認定こども園

　　子育て支援課児童係（☎４７－１０４５）

　◇小・中学校

　　学校教育課指導係　（☎４７－１０８８）
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おむつ利用券のご案内

　１歳未満のお子さんを対象に、３カ月毎におむつ

利用券を交付しています。５月の対象者は下記のと

おりです。申請がまだの人は、お早めに窓口までお

越しください。

※お子さんの誕生月が平成２８年６月、９月、１２月

　の人は、５月３１日（水）が申請期限ですので、ご

　注意ください。

※平成２８年１０月、１１月生まれのお子さんの場

合、６カ月児健康診査の際でも申請できます。

▼申請に必要なもの　◇母子手帳

　　　　　　　　　　◇印章（初回の人のみ）

▼申請・問い合わせ先

　子育て支援課育児支援係（☎４７－１０７７）

お子さんの誕生月 参　考

１回目 平成 28 年 12 月～平成 29 年 2 月 出生月の３～５カ月後

２回目 平成 28 年 9 月～ 11 月 出生月の６～８カ月後

３回目 平成 28 年 6 月～ 08 月 出生月の９～１１カ月後

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第３金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第１金曜日
※５月５日（金・祝）は開催します

11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00 ～ 15：00 市民図書館（分館）

毎月第４金曜日 11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場）

毎週水曜日
※５月３日（水・祝）はお休みします

11：00 ～ 11：40 地域子育て支援センター「ひまわり」

☆おはなし広場
絵本やお話を楽しみませんか。妊婦さんの参加もお待ちしています。

▼問い合わせ先　生涯学習課生涯学習係　（☎４７ー１０９１）

☆乳幼児健康診査・相談の日程
内　容 と　き 対　象 会場・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

 5 月 31 日（水）
12：45 ／ 13：15

平成 28 年 10 月生まれの幼児

健康推進課
（☎ 47-1042）
※妊活相談以外は、
　母子健康手帳を持参

会場：保健相談センター

 6 月 28 日（水） 平成 28 年 11 月生まれの幼児

１歳６カ月児
健康診査

 5 月 25 日（木）
12：50 ／ 13：25

平成 27 年 10 月生まれの幼児

 6 月 29 日（木） 平成 27 年 11 月生まれの幼児

３歳児
健康診査

 5 月 18 日（木）
12：45 ／ 13：15

平成 26 年 4 月生まれの幼児

 6 月 15 日（木） 平成 26 年 5 月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談

 6 月 13 日（火）

9:30 ～ 12:00（受付 10:30 まで） 妊産婦・乳幼児と保護者

妊活相談 9:30 ～ 12:00（受付 11:00 まで）２人目以降のお子さんを希望される人

離乳食講習会
10:00 ～ 10:40（5 ～ 8 カ月児）
10:50～ 11:30（9カ月～1歳6カ月児）

５カ月～１歳６カ月児と
保護者

子育て相談
 毎日　8：30 ～ 17：15
 ※「きらきら」は土・日曜日・祝祭日を除く
 　「ひまわり」は木曜日を除く

乳幼児と保護者

こども支援センター
 「きらきら」（☎ 45-0116）

地域子育て支援センター
 「ひまわり」（☎ 21-8103）

両 　 親 　 学 　 級
▼対　象　

◇妊娠中の人とそのパートナー

　※妊婦さんお一人の参加もOKです。

　※これからお孫さんを迎えられるおじいちゃん、おばあち

　　ゃんもどうぞご参加ください。

▼と　き　５月２８日（日）

　　　　　午前９時３０分～１１時３０分

▼ところ　保健相談センター

▼主な内容

①妊娠中に使える制度

　知っていると役に立ついろいろな制度をお話します。

②胎児の成長と心とからだを育む食生活

　おなかの中で育っていく赤ちゃんの成長とそれにあわせて

変わっていく妊婦さんの食事のとり方をお話します。

※楽な服装でお出かけください。

※託児も受付します。申し込みの時にお知らせください。

▼申し込み期限　５月２６日（金）

▼申し込み・問い合わせ先

　健康推進課母子保健係（☎４７－１０４２）
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◆ホームページアドレス

 http://lib.city.sakaiminato.tottori.jp/
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清掃センター・リサイクルセンターからの清掃センター・リサイクルセンターからの
お 知 ら せお 知 ら せ

【大型連休中の収集について】

　大型連休中の祝日は、収集日に該当する地区を下表のとおり収

集します。

▼問い合わせ先

　◇清掃センター　　　　（☎４２－３８０３）

　◇リサイクルセンター　（☎４５－８６２６）

◎毎月第３日曜日 
≪家庭系ごみの受け入れ≫ 
　　５月２１日（午前９時～正午）

可燃ごみ

軟質ブラスチック類

資源ごみ 不燃

ごみ古紙類 ビン缶類

５月３日（水・憲法記念日） × × ○ ○

５月４日（木・みどりの日） ○ × ○ ×

５月５日（金・こどもの日） ○ × ○ ×

※集積場所への搬出は当日午前８時までにお願いします。

※当日は施設への持ち込みはできません。

※５月３日の古紙類回収の該当地区は、５月１０日（水）を収集日とします。

お忘れなく！
軽 自 動 車 税

固 定 資 産 税 1 期

の納期限は

５月３１日（水）
です

・便利な口座振替をご利用ください

・納期限内に納付がない場合、納期限
　後２０日以内に督促状を発送します

市報さかいみなと　22



と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料

開催中
特別展「伯州綿」
（～ 7月１０日（月））

海とくらし
の 史 料 館

9：30 ～ 16：30
※火曜日休館

海とくらしの史料館
☎ 44 － 2000

大　人　400 円
小中高生 100 円

5 月 6 日（土）
5月 13 日（土）

古典講座
「みんなで楽しく『万葉集』を読
もう」

市民図書館 15：30 ～
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

5月 27 日（土）
子ども読書週間
いっしょにあそぼう

市民図書館 10：30 ～ 12：00
市民図書館
☎ 47 － 1099

無　料

5月 28 日（日） みんなで歌おう思い出の歌 文化ホール 14：00 ～
境港市合唱連盟
☎44－2310（佐々木）

無　料

境港市文化振興財団ホームページアドレス　http://sakaiminato-bunka.jp

文化施設催し物スケジュール

－境港市の人口－
　　男　：16,624 人（－ 110）
　　女　：17,923 人（－ 80）
　合　計：34,547 人（－ 190）
　世帯数：15,091 世帯（－ 36）

　※平成 29 年 3 月末現在（）内は前月比

　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

　☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人 権 相 談  5 月 11 日（木） 13：00 ～ 16：00
老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行 政 相 談 第２金曜日 13：00 ～ 16：00

老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 鳥取行政評価事務所
　　行政相談室
　☎ 0857-24-5542

心 配ごと相談  5 月 26 日（金） 13：00 ～ 16：00 老人福祉センター ( 浜の里 )
( 問 ) 社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
要です（初回優先）法 律 相 談

 5 月 12 日（金）
 5 月 19 日（金）

13：30 ～ 15：30

年 金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月～金曜日 8：30 ～ 17：15、第２土曜日 9：30 ～ 16：00）

ねんきん定期便専用ダイヤル
　☎０５７０－０５８－５５５
（月～金曜日 9：00 ～ 20：00、第２土曜日 9：00 ～ 17：00）

家庭児童相談 月～金曜日 8：30 ～ 17：15
子育て支援課
　☎４７－１０７７

こころの相談

カウンセリング
 5 月 22 日（月） 14：00 ～ 15：00

健康推進課
　☎４７－１０４３
　※予約制

青 少 年 相 談 月～金曜日 8：30 ～ 17：00
青少年育成センター
　☎４７－１０１４

ＤＶ（家庭内暴力）

電 話 相 談

◇心と女性の相談室　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日 8:30 ～ 17:15 ※緊急の保護には対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
　受付時間：夜間（毎日 17:15 ～ 8:30）、土日祝（8:30 ～ 17:15）

多重債務・法律

相  談  会
 5 月 18 日（木） 13：30 ～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※申し込みが必要です

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、

お気軽に右記の連絡先にご連絡ください。

　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。

代表電話番号

　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号

　　  ０８５９－４４－３００１FAX

今月のげんきちゃん今月のげんきちゃん

武
む ら

良 優
ゆうな

那 ちゃん（H28.8.6 生） と

お母さんの 涼
りょうこ

子 さん（蓮池町）

 ≪お子さんへのメッセージ≫

　優しい子に育ってください

みんな 元気いっぱい
 　　　　すくすく育ってね☆

　主に６カ月健診で取材しています。コーナーに掲載を希望される人は、

取材職員にお声かけいただくか、地域振興課までご連絡ください。

  須
すどう

藤 楓
かえで

 ちゃん（H28.8.25 生） と

   お母さんの 晴
はるか

香 さん（渡町）
 
 　≪お子さんへのメッセージ≫ 

 　　元気に大きくなってね

里
さとみち

道 結
ゆいか

夏 ちゃん（H28.8.20 生） と

お姉さんの 夏
なつな

菜 ちゃん

お母さんの 緑
みどり

 さん（中野町）
　≪お子さんへのメッセージ≫

 　すくすく元気に育ってね

　境港は三方を海に囲まれた港町です。日本海では「アジ」

「サバ」「イワシ」「カニ」「マグロ」など、日本有数の水揚げ

量があります。また、中海・宍道湖では「スズキ」「ゴズ」「エ

ノハ」「メバル」など珍しいものが、そして美保湾では「カレイ」

「タイ」「ヒラメ」など沿岸物と、四季を通して様々な魚介類

が水揚げされます。

　その中でも美保湾は、大山からの栄養豊富な水が流れこむ

場所で、ギンザケ養殖やヒラメの放流事業などでも高い成果

が挙がっています。そんな美保湾ブランドの魚介類の普及Ｐ

Ｒのため、「中野港漁村市」を毎年５月から７月および、９

月の第２土曜日に開催を予定しています。

　今回は、美保湾で獲れるレンコダイを使った逸品料理をご

紹介します。

水産課（☎ 47 － 1055  FAX 44 － 7957）

  25お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ

□作り方
①　トマトは横半分に切ったものをさらにざく切りにす

　る。にんにくは細かく刻む。ブロッコリーは食べやす

　い大きさに切り、ゆでておく。

②　レンコダイは、うろこ・頭をとり、内臓を取り除い

　たあと、三枚におろす。

③　レンコダイに小麦粉をまぶす。サラダ油大さじ１／　

　２を熱したフライパンに、レンコダイの皮目を下にし

　て入れる。中火で両面を焼き、器に盛る。

④　フライパンにオリーブ油大さじ１／２とにんにくを

　入れて弱火にかけ、香りが出たらトマトを加えて中火

　で２～３分炒める。塩・こしょう少々、しょうゆ小さ

　じ１で味つけして③にかけ、ブロッコリーを添えて出

　来上がり。

レンコダイのトマトソースがけ

□材料（２人前）
○レンコダイ　４切れ

○小麦粉　　　５ｇ

○サラダ油　　大さじ 1/2

○トマト　　　小２個

　　　　　　　(200g)

○にんにく　　　１かけ

○オリーブ油　　大さじ 1/2

○塩・こしょう　各少々

○しょうゆ　　　小さじ１

○ブロッコリー　適量


